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公共交通に関する市民アンケート及び
おでかけサポートタクシー登録者アンケート

結果概要等について

資料３

第1８回 四條畷市地域公共交通会議（令和７年８月６日）
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公共交通に関するニーズ調査について

交通に対するニーズ/利用実態の分析

① 公共交通に関する市民アンケート：地域公共交通に
対する市民の利用状況調査

調査対象 15歳以上の市民

調査方法 Web、紙

配布人数 各回 約４,０００人

調査期間
（第１回）令和7年1月29日（水）～令和7年2月14日（金）

（第２回）令和7年5月15日（木）～令和7年5月31日（土）

回収数
（第１回） ８３６人

（第２回） 828人

（注）第１回のWeb回答の質問５において、複数回答を求める質問であるのに
回答の入力形式が単一回答となっていたため、第２回アンケートを実施した。

② 公共交通に関するアンケート（おでかけサポートタ
クシー登録者）：会員の利用状況調査

調査対象 会員登録者

調査方法 紙

配布人数 ４２８人 ※ 令和７年１月２４日時点の登録者数

調査期間 令和7年1月２９日（水）～令和7年2月14日（金）

回収数 ２８５人

③ コミュニティバス利用状況調査

調査対象 コミュニティバス乗降者

調査方法 ・聞き取りまたは紙にて回答 ・Webにて回答

回答人数 約３００人

調査期間
（聞き取り・紙）令和7年７月１４日（月）
（Web）令和7年７月１１日（金）～令和7年７月２１日（月）

（注） 紙 ：調査員がバスに同乗して配布したアンケート
Web：全停留所に掲示した二次元コードによるアンケート
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第１回調査結果の概要

四條畷市 公共交通に関する
市民アンケート第１回調査

四條畷市 公共交通に関する
市民アンケート第２回調査

備考

調査対象 １５歳以上の市内在住者 １５歳以上の市内在住者

調査方法 郵送配布・web回収 郵送配布・web回収 希望者には窓口にて用紙交付

配布時期 令和７年１月２９日（水） 令和７年５月１５日（木）

回答締切 令和７年２月１４日（金） 令和７年５月３１日（土） 第１回分のみを集計

配布数 4,0５０票 4,000票
計8,050票

市西部、田原で約半数ずつ抽出
（無作為抽出法における層別抽出法）

回収率 ８３６票 ８２８票 計1,664票

回答率 約２０．６％ 約２０．７％ 約２０．７％

① 公共交通に関する市民アンケート 第１回調査

（注）第１回調査のWeb回答の質問５において、複数回答を求める質問であるのに回答の入力形式が単一回答となっていたため、第２回ア
ンケートを実施した。
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公共交通に関する市民アンケート

4



55
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№ 調査項目 回答傾向

01

①性別 『男性』が約４割、『女性』が約６割

②年齢
『30歳代から６４歳まで』が約６割、『６５歳以上』が約２割、『高校生』・『大学・短大・専門学生等』・『１０～２０歳（生徒・学生を除く）』が
約２割

③居住地 『西部地域』が約４割、『東部地域』が約５割

④運転免許 『持っている』が約８割、『取得したことがない』が約２割、『返納した』は少数

⑤自家用車
所有状況

『自分専用』が約４割、『家族共有』が約４割、『持っていない』が約２割

０２ 外出目的 『通勤』が約５割、『買い物』が約３割、『通学』が約１割

03 外出の目的地 『四條畷市外』が約８割、『四條畷市内』が約２割

０４ 外出の頻度 『週１～５日』が約６割、『週６～7日』が約４割、その他の回答は少数

05 外出時の移動手段 『自家用車（自分で運転）』が約４割、『JR』が約２割、『自転車』・『奈良交通バス』が約１割ずつ

０６
サポタク制度の認
知

『知らない』が約８割、『知っているが利用対象者でない』が約２割

０７

①京阪・近鉄バスの
利用状況

『年数日』が約５割、『利用しない』が約３割、『月１～３日』が約１割、『週１回以上』が１割

②奈良交通バスの
利用状況

『利用しない』が約４割、『年数日』が約４割、『月１～３日』が約１割、『週１回以上』が約１割

③コミュニティバス
の利用状況

『利用しない』が約４割、『年数日』が約３割、『月１～３日』が約２割、『週１回以上』が約１割

０８
★バスを利用しな
い理由

最も多かったのは『他の移動手段の方が便利』であり、次いで『バスの便数が少ない』、『早朝・夜間に運行がない』、『移動が遠回りで
時間がかかる』が続きます。

（注） 傾向把握を目的に100分率を用いていないため、合計が10割にならないことがあります。
★印の調査項目は複数回答形式のため、1人の回答者が複数の選択肢を選ぶことがあり、回答割合の合計が10割を超える場合があり
ます。よって、割合表示は行わず、回答数の多い選択肢を順に掲載しています。

① 公共交通に関する市民アンケート 第１回調査結果概要
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№ 調査項目 回答傾向

０９
★バスを利用する
理由

最も多かったのは『他に移動手段がない』であり、次いで『行きたいとき・場所に運行している』、『安心・安全に利用できる』、『送迎を
頼まなくてよい』が続きます。

１０

①自宅からバス停
までの距離

『重視』が約４割、『やや重視』が約３割、『普通』が２割

②運行時間帯 『重視』が約６割、『やや重視』が約２割、『普通』が１割

③運行ルート 『重視』が約５割、『やや重視』が約３割、『普通』が２割

④運行本数 『重視』が約６割、『やや重視』が約２割、『普通』が１割

⑤鉄道への接続 『重視』が約６割、『やや重視』が約２割、『普通』が１割

⑥運転手の対応 『普通』が約４割、『やや重視』が約２割、『重視』が２割

１１
コミバス運休時の
生活への影響

『普段からコミバスを利用していない』が約５割、『代わりの手段で移動する』が約３割、『外出できなくなる』が約１割

１２
★外出できなくな
る理由

最も多かったのは『遠回りで所要時間が長すぎる』であり、次いで『目的地がコミバス以外のバス停から遠い』、『運賃が高すぎる』、
『自宅がコミバス以外のバス停から遠い』、『早朝・夜間に運行していない』が続きます。

１３ ★代わりの手段 最も多かったのは『自家用車（自分が運転）』であり、次いで『自家用車（送迎）』、『奈良交通バス』、『自転車・徒歩』が続きます。

１４

①JR四条畷駅の利
用状況

『年数日』が約４割、『月１～３日』が約３割、『週１～５日』・『週６～７日』・『利用したことがない』が約１割ずつ

②JR忍ケ丘駅の利
用状況

『年数日』が約４割、『利用したことがない』が約３割、『月１～３日』が約２割、『週１～５日』が約１割

③近鉄生駒駅の利
用状況

『利用したことがない』・『年数日』が約３割ずつ、『月１～３日』が約２割、『週１～５日』が約１割

１５ ★駅周辺のニーズ
最も多かったのは『商業・公共施設等が集まっている』であり、次いで『自動車・歩行者分離で安全に歩ける』、『バス・タクシー等の乗
継ぎがしやすい』、『自家用車が快適に走行できる』が続きます。

（注） 傾向把握を目的に100分率を用いていないため、合計が10割にならないことがあります。
★印の調査項目は複数回答形式のため、1人の回答者が複数の選択肢を選ぶことがあり、回答割合の合計が10割を超える場合があり
ます。よって、割合表示は行わず、回答数の多い選択肢を順に掲載しています。

① 公共交通に関する市民アンケート 第１回調査結果概要
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№ 調査項目 回答傾向

１６
★自宅周辺の歩行
環境

最も多かったのは『徒歩圏にお店がいくつかある』であり、次いで『徒歩圏に駅・バス停がある』、『車・自転車が多く安全・快適に歩け
ない』が続きます。

１７ ★今後の道路整備
最も多かったのは『事故が起こりにくいよう道路改良』であり、次いで『渋滞緩和のための道路整備』、『自転車が走りやすい環境整
備』が続きます。

１８
★地域バスの減便、
廃止

最も多かったのは『利用者と行政が協力・負担して維持』であり、次いで『行政の協力・負担で維持』、『利用者・行政、住民・企業等で
維持』、『利用が増えなければ廃止やむなし』が続きます。

１９ ★今後のバス利用 最も多かったのは『現在も将来も利用』であり、次いで『利用するかわからない』、『現在利用しないが５年以上先に利用』が続きます。

２０ 自由意見 （集計中）

（注） 傾向把握を目的に100分率を用いていないため、合計が10割にならないことがあります。
★印の調査項目は複数回答形式のため、1人の回答者が複数の選択肢を選ぶことがあり、回答割合の合計が10割を超える場合があり
ます。よって、割合表示は行わず、回答数の多い選択肢を順に掲載しています。

① 公共交通に関する市民アンケート 第１回調査結果概要
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おでかけサポートタクシー登録者
アンケート調査

調査対象 おでかけサポートタクシー登録者

調査方法 郵送配布・郵送回収

配布時期 令和７年１月２９日（水）

回答締切 令和７年２月１４日（金）

配布数
４２８名

※令和７年１月２４日時点の登録者数

回収率 ２８５名

回答率 約６６．６％

「おでかけサポートタクシー」登録者へのアンケート調査概要

② 公共交通に関するアンケート（おでかけサポートタクシー登録者）
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おでかけサポートタクシー登録者アンケート

10
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№ 調査項目 回答傾向

01

①性別 『男性』が約２割、『女性』が約８割

②年齢 『75～84歳』が約６割、『８５歳以上』が３割

③居住地 国道１６３号より『北側』が約６割、『南側』が４割

④運転免許 『取得したことがない』が約４割、『返納した』が約３割、『持っている』が約２割、『返納を検討中』が約１割

⑤歩くことに関して 『一人で歩ける』が約７割で、『杖等があれば歩ける』が約３割、『介助者がいれば歩ける』、『車いす等が必要』は少数

０２ 登録区分 『７５歳以上』が約８割、『障がい者』、『６５歳以上の免許返納者』、『妊産婦』が約１割ずつ

03 利用頻度 『利用したことがない』が約５割、『年数日』が約２割 → №１１へ 『月１～３日』が約２割、『週１回以上』が約１割 → №４へ

０４ ★乗車する時間帯
最も多かった時間帯は『8時30分～10時』であり、次いで『10時～12時』が続いています。その後の『12時～14時』、『14時～16
時』、『16時～17時30分』は、いずれも同程度です。

05 ★乗車ルート
最も多かった乗車ルートは『忍ケ丘駅→自宅』であり、次いで『自宅→忍ケ丘駅』、『四条畷駅→自宅』、『自宅→四条畷駅』の3ルート
が、いずれもほぼ同程度で続いています。

０６ ★外出目的
最も多かった外出目的は『通院・通所・見舞い』であり、次いで『買い物』、『手続き（銀行、市役所等）』、『余暇（飲食、習い事等）』が続
きます。

０７ ★外出の目的地 目的地は『四條畷市内』の方が多い

０８
★拠点から目的地
の移動方法

最も多かった目的地までの移動手段は『徒歩』であり、次いで『JR』が続きます。その後は『一般タクシー』と『路線バス』が同程度で
続きます。

０９
★よく利用するタク
シー会社

最も多かったタクシー会社は『特に決めていない』と『なみはやタクシー』が同程度であり、『トモエタクシー』と続きます。

１０
★タクシー会社の
選択理由

最も多かったタクシー会社の選択理由は『いつも利用している安心感』であり、次いで『電話のしやすさ』、『電話をしてからタクシー
がくるまでの早さ』と続きます。

１１ ★利用しない理由
最も多かった利用しない理由は『目的地の近くに拠点がない』であり、次いで、『その他』、『利用したい時間帯は混んでいて、利用し
にくいから』、『利用したい時間帯に運行していないから』と続きます。

（注） 傾向把握を目的に100分率を用いていないため、合計が10割にならないことがあります。
★印の調査項目は複数回答形式のため、1人の回答者が複数の選択肢を選ぶことがあり、回答割合の合計が10割を超える場合があり
ます。よって、割合表示は行わず、回答数の多い選択肢を順に掲載しています。

② 公共交通に関するアンケート（おでかけサポートタクシー登録者）調査結果概要
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№ 調査項目 回答傾向

１２ 外出頻度の変化 『頻度は変わっていない』が約８割、『頻度は減った』が約１割、『頻度が増えた』が約１割

１３
★利用前の移動手
段

『一般タクシー』と『徒歩』が最も多く、次いで『路線バス』が多い。その後は『自動車（自分で運転）』と続きます。

１４

①拠点（乗降場所）
の指定

『不満』・『やや不満』の合計が約５割、『普通』が約２割、『満足』・『やや満足』の合計が約３割

②運行時間帯 『不満』・『やや不満』の合計が約３割、『普通』が約３割、『満足』・『やや満足』の合計が約３割

③会員登録方法 『不満』・『やや不満』の合計が約１割、『普通』が約４割、『満足』・『やや満足』の合計が約４割

④運転手の対応 『不満』・『やや不満』の合計が約１割、『普通』が約４割、『満足』・『やや満足』の合計が約３割、『わからない』が約２割

⑤全体の満足度 『不満』・『やや不満』の合計が約１割、『普通』が約４割、『満足』・『やや満足』の合計が約３割、『わからない』が約２割

１５ ★制度改善
最も多かった制度改善は『拠点（乗降場所）を増やしてほしい』であり、次いで、『会員登録できない家族や介助者を同乗できるよう
にしてほしい』が続きます。その後は『利用時間帯を広げて欲しい』、『利用料金の価格を安くしてほしい』が同程度で続きます。

１６ 自由意見 （集計中）

（注） 傾向把握を目的に100分率を用いていないため、合計が10割にならないことがあります。
★印の調査項目は複数回答形式のため、1人の回答者が複数の選択肢を選ぶことがあり、回答割合の合計が10割を超える場合があり
ます。よって、割合表示は行わず、回答数の多い選択肢を順に掲載しています。

② 公共交通に関するアンケート（おでかけサポートタクシー登録者）調査結果概要
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③ コミュニティバス利用状況調査

コミュニティバス利用状況調査

調査対象 コミュニティバス乗降者

調査方法 聞き取りまたは紙配布※１ ・ Web※２

調査期間
聞き取りまたは紙 令和7年７月１４日（月）

Web 令和7年７月１１日（金）～２１日（月）

回答人数
聞き取りまたは紙 約２００名

Web 約９０名

コミュニティバス利用状況調査概要

アンケート結果については、現在、回答集計中のため、次回の会議で報告します。

※１ 聞き取り
または紙配布

「調査員による聞き取り調査」は、コミュニティバスの乗降者に対して調査員が直接聞き取った内容を調査票に記録したものです。一方、「紙
配布方式」は、調査員が乗降者に紙の調査票を配布し、乗降者自身が記入したものを回収した方式です。

※２ Web 「二次元コード方式」は、コミュニティバスのすべての停留所に掲示された二次元コードを通じて、乗降者が自身の端末から直接アクセスし、
アンケートに回答したものです。
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コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス利用状況調査
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今後の情報分析について

① 公共交通に関する市民アンケート
・第１回調査と第２回調査を統合して集計
・西部地域と東部地域を更に細分化し、地域別の回答傾向を分析

② 公共交通に関するアンケート（おでかけサポートタクシー登録者）
・登録区分（75歳以上、免許返納、妊産婦、障がい者）毎の回答傾向を分析

③ コミュニティバス利用状況調査
・調査票の集計
・性別、年齢等から利用傾向等を分析

各種アンケートの回答傾向を分析し、課題やニーズを抽出。
第２次地域公共交通計画の基本方針等へ反映
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